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令和３年４月橋本市議会臨時会会議録 その２ 

令和３年４月15日（木） 

                                         

                                     

（午前９時30分 開議） 

○議長（土井裕美子君）皆さん、おはようご

ざいます。 

 ただ今の出席議員数は18人で全員でありま

す。 

                     

○議長（土井裕美子君）これより令和３年４

月橋本市議会臨時会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                     

○議長（土井裕美子君）今臨時会に出席の説

明員については、お手元に出席説明員表を配

付いたしております。なお、去る３月市議会

定例会以降、当局の人事発令により新しく就

任し、本日、出席の部長等をご紹介願います。 

 総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）それでは、令

和３年４月１日付人事異動により説明員の交

代がありましたので、ご紹介させていただき

ます。 

 健康福祉部長の土井加奈子でございます。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）土井でござ

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○総合政策部長（上田力也君）建設部長の西

前克彦でございます。 

○建設部長（西前克彦君）西前でございます。

よろしくお願いします。 

○総合政策部長（上田力也君）危機管理監の

廣畑浩でございます。 

○危機管理監（廣畑 浩君）廣畑でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○総合政策部長（上田力也君）会計管理者の

櫻井省吾でございます。 

○会計管理者（櫻井省吾君）櫻井でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○総合政策部長（上田力也君）消防長の福本

富雄でございますが、新型コロナウイルス感

染症対策の関係上、本日、欠席させていただ

いています。 

 監査委員事務局長の櫻井康雄でございます。 

○監査委員事務局長（櫻井康雄君）櫻井でご

ざいます。よろしくお願いします。 

○総合政策部長（上田力也君）以上、よろし

くお願いいたします。 

                     

○議長（土井裕美子君）この際、諸般の報告

をいたします。 

 市長から、令和３年４月８日付、橋総第14

号をもって、本日召集の市議会臨時会に提出

する議案６件が送付されております。議案は

お手元に配付いたしております。これを今会

期中にご審議願います。 

 次に、監査委員から、令和３年３月26日付、

橋監委第53号をもって、令和２年度第２次定

期監査結果報告書の提出がありましたので、

その写しを配付いたしております。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（土井裕美子君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、６番 辻本さ

ん、15番 堀内さんの２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 会期決定について 

○議長（土井裕美子君）日程第２ 会期決定
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について を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今臨時会の会期は本日１日といたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、会期は本日１日と決定いたしました。 

                     

 日程第３ 承認第１号 専決処分事項の承

認について（橋本市税条例等の一部を改正

する条例） から、日程第８ 選第２号 橋

本市教育委員会委員の任命について まで

の６件 

○議長（土井裕美子君）日程第３ 承認第１

号専決処分事項の承認について（橋本市税条

例等の一部を改正する条例） から、日程第

８ 選第２号 橋本市教育委員会委員の任命

について までの６件を一括議題といたしま

す。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）おはようございます。 

 令和３年４月市議会臨時会の開会にあたり

まして、一言ごあいさつを申し上げます。 

 議員の皆さまにはご多用の中ご出席を賜り、

厚く御礼を申し上げます。 

 新型コロナウイルスの感染が急拡大し、第

４波の到来とも言われている中、先日、本市

職員の２名が新型コロナウイルス感染症に感

染していることが確認されました。議員各位

をはじめ、市民の皆さまにご心配をおかけい

たしましたことを深くおわび申し上げます。

橋本保健所と連携し、感染拡大防止対策を徹

底した上で業務を継続しております。また、

職員に対しては公務員としての自覚の下、公

私とも行動に注意するよう周知し、市民の皆

さまの安全・安心を守るべく、感染予防対策

を徹底するよう今後も努めてまいります。 

 さて、機構の一部を改め新体制の下、令和

３年度がスタートしました。新型コロナウイ

ルス感染症の収束が見通せないことや、ここ

数年の災害の大規模化が憂慮されることなど

から、実効性のある対応を確立させるため、

危機管理室を総合政策部より独立させ、まさ

に今コロナ対策を進めているところです。 

 また、家庭教育支援チーム「ヘスティア」

の活動拠点を教育委員会から健康福祉部に移

管し、新たに家庭教育支援室を設置しました。

子育て世帯を取り巻く多様な課題について、

教育と福祉の連携の下、地域・学校・行政が

協力し、子どもの育ちや子育てへの支援を総

合的に進めてまいります。 

 議員の皆さまには、今後ともより安全・安

心なまちづくりのため、ご理解、ご協力を賜

わりますようよろしくお願いいたします。 

 それでは、本日提案させていただきました

各議案についてご説明申し上げます。 

 本議会には、専決処分事項の承認案件が２

件、令和３年度橋本市一般会計・病院事業会

計の各補正予算案件が２件、橋本市教育長の

任命案件が１件、橋本市教育委員会委員の任

命案件が１件、合計６件の案件を提案させて

いただきました。 

 承認第１号の橋本市税条例等の一部を改正

する条例及び承認第２号の橋本市都市計画税

条例の一部を改正する条例につきましては、

いずれも地方税法が改正され、令和３年４月

１日から施行されることに伴い、所要の改正

を行ったものでございます。 

 ただ今ご説明申し上げました承認第１号及

び承認第２号は、いずれも急施を要したため、

令和３年３月31日に専決処分をしたものでご

ざいます。 

 続いて、議案第１号は、令和３年度橋本市
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一般会計補正予算（第１号）についてでござ

います。 

 地方創生臨時交付金を活用しながら、新型

コロナウイルス感染症の影響を受けている市

民生活を支援するための経費や、新型コロナ

ウイルスワクチン接種のための経費、また子

育て世帯に対する生活支援特別給付金支給の

ための経費などを増額計上するとともに、令

和２年度における国の三次補正予算で採択さ

れた西部小学校長寿命化改良工事費などの学

校施設環境改善交付金事業や電子入札システ

ム等の導入費など、当初予算からの前倒し事

業として令和２年度の補正予算に計上いたし

ました事業を減額計上し、補正総額といたし

ましては５億1,283万5,000円を計上してござ

います。 

 歳出の主なものをご説明申し上げますと、

総務費の電算管理運営に要する経費では、ホ

ームページ上にライフイベントごとの各種手

続きや問合せに対応した電子窓口機能を構築

することで、手続きのための滞在時間を短縮

し、来庁時の負担軽減などを図るための経費

として2,841万7,000円を予算計上いたしまし

た。 

 次に、民生費の児童福祉総務に要する経費

及び学童保育に要する経費において、新型コ

ロナウイルス感染症の予防のため感染防止対

策に日々取り組みながら、教育・保育に従事

されている子育て支援従事者や子育て支援施

設 に 対 し て 慰 労 金 を 給 付 す る た め の 経

費1,400万円を予算計上いたしました。 

 また、子育て世帯生活支援特別給付金に要

する経費は国庫補助事業として実施するもの

で、新型コロナウイルス感染症による影響が

長期化する中で、低所得のひとり親・ふたり

親子育て世帯に対し、生活の支援を行う観点

から子育て世帯生活支援特別給付金を給付す

るための経費１億3,316万8,000円を予算計上

いたしました。 

 また、ひとり親世帯臨時給付金に要する経

費では、新型コロナウイルス感染症による影

響が長期化する中で、新年度を迎えた子ども

の必要品の購入などを支援する目的で、市独

自の事業として臨時給付を行うための経

費3,065万4,000円を予算計上いたしました。 

 次に、衛生費の新型コロナウイルスワクチ

ン接種に要する経費では、高齢者のワクチン

接種時期の変更に伴い予防接種委託料を計上

するとともに、ワクチンを配送するための委

託料など、総額１億2,512万3,000円を予算計

上いたしました。 

 また、病院事業会計繰出金では、新型コロ

ナウイルス感染症患者及び感染症疑い患者の

防疫対策等に従事した職員に手当を支給する

ための経費など、病院事業会計への繰出

金1,700万6,000円を予算計上いたしました。 

 農林水産業費の農業振興に要する経費では、

市内の農家が自ら生産した農産物について、

新型コロナウイルス感染症の影響で減退が懸

念される市内消費をインターネットサイトの

利用により喚起し、橋本市農産物の新たな販

路拡大を行うための経費400万7,000円を予算

計上いたしました。 

 また、農産物販売促進事業に要する経費で

は、令和２年度に引き続き実施する事業で、

市内農産物を市外に発送することについて送

料無料キャンペーンを実施し、新型コロナウ

イルス感染症の影響で減退が懸念される市内

消費を喚起する橋本ふるさと便事業を実施す

るための経費8,302万3,000円を予算計上いた

しました。 

 商工費の商工振興に要する経費では、令和

２年度に引き続き、飲食、宿泊、各種サービ

ス業等の市内店舗で利用できるクーポン券を

配布し、地域住民の生活支援を実施するとと

もに市内事業者を支援し、地域経済の活性化
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を図るための経費２億1,978万9,000円を予算

計上いたしました。 

 消防費の救急活動に要する経費では、新型

コロナウイルス感染症の感染拡大に備えて、

救急業務の質の維持及び従事する消防職員の

感染防止対策を目的に、高規格救急車に対し

て自動心肺蘇生器を配備するための経費318

万4,000円を予算計上いたしました。 

 次に、教育費の小学校教育振興に要する経

費及び中学校教育振興に要する経費では、新

型コロナウイルス感染症の影響により、学校

が予定していた修学旅行等を中止・延期・内

容変更した場合や、児童生徒がやむを得ず参

加できなくなったことにより発生したキャン

セル料等について、本来保護者が負担するこ

ととなる経費に充当することにより、保護者

の経済的な負担軽減を図るための経費476

万1,000円を予算計上いたしました。 

 次に、議案第２号 令和３年度橋本市病院

事業会計補正予算（第１号）は、収益的収入

において、新型コロナウイルス感染症対策に

関する補助金で1,205万6,000円、収益的支出

において、新型コロナウイルス感染症対策に

要する費用として給与費1,100万円、仮設トイ

レをリースするための経費105万6,000円を予

算計上いたしました。また、資本的収入及び

支出において、新型コロナウイルス感染症対

策に関する補助金と人工呼吸器の購入費でそ

れぞれ495万円を予算計上いたしました。 

 選第１号につきましては、橋本市教育長と

して、今田実氏を任命したいので、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第４条第１

項の規定により、議会の同意を求めるもので

あります。 

 選第２号につきましては、橋本市教育委員

会委員として、籔下純男氏を任命したいので、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第２項の規定により、議会の同意を求め

るものであります。 

 以上、承認２件、議案２件、選２件の計６

件についてご説明申し上げました。 

 議員各位には、よろしくご審議の上ご賛同

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（土井裕美子君）市長の説明が終わり

ました。 

 これより、承認第１号について質疑を行い

ます。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております承認第１号に

ついては、会議規則第37条第３項の規定によ

り、委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより、承認第１号 専決処分事項の承

認について（橋本市税条例等の一部を改正す

る条例） を採決いたします。 

 本件は、承認することにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本件は承認することに決しました。 

 次に、承認第２号について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております承認第２号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより、承認第２号 専決処分事項の承

認について（橋本市都市計画税条例の一部を

改正する条例） を採決いたします。 

 本件は、承認することにご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本件は承認することに決しました。 

 次に、議案第１号について質疑を行います。 

 便宜、補正予算説明書により、歳出から款

別に行います。 

 補正予算説明書の令和３年度一般会計補正

予算（第１号）の７ページをお開きください。 

 まず、２款総務費、３款民生費、４款衛生

費、７ページから12ページまで、質疑ありま

せんか。 

 11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）おはようございます。 

 まず最初に、ひとり親世帯臨時給付金に要

する経費のところで、市の単独事業というこ

となんですけれども、この説明を見れば1,000

人が対象になっていると思うんですけども、

この子どもというのは幾つというか、何歳ぐ

らいまでを対象とされているのかお尋ねしま

す。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）こちらのほ

うは市の単独の事業となってございますが、

対象者1,000名については18歳に到達する３

月までの児童の方と、それから二十歳までの

特別児童扶養手当を給付いただいている方が

対象となっています。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）８ページの000241の電

算管理運営に要する経費です。説明のほうで、

電子窓口システムとか無線通信環境利用につ

いてというふうに書いていただいております。

これをもう少し具体的に教えていただきたい

のと、私、安易的に思うのはですけども、今

後オンラインで、例えばですけど住民票を請

求したりとか、そんなことができるんかなと

いうふうに思ったりはするわけですけども、

今後、そういったところも踏まえてこのシス

テム導入ということなのか、そういった点、

もし教えていただけたらと思います。お願い

します。 

○議長（土井裕美子君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）電子窓口の導

入事業ということで、こちらに計上させてい

ただいていますところにつきましては、まず

一つ目は、電子窓口化のシステム構築委託料

ということで、こちらは議員が先ほど質問の

中でおっしゃっていただいたように、今後、

令和３年と令和４年をかけまして令和５年度

から自治体のＤＸの推進ということで、国の

ほうが示しておりますオンライン窓口の導入

というところに向けての令和３年度の事業と

いうことになっております。 
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 中身につきましては、市民がまずライフイ

ベントの際に窓口に来られたときに、一から

ご本人の事情を説明して職員が対応するとい

うスタートではなく、ホームページ上からオ

ンラインに対応した説明を作っておくと。例

えば、どなたかがお亡くなりになりましたと

いうことであれば、その方は年金を受給され

ていましたかとかというような具体的なその

方に応じた質問を幾つも繰り返すことで、最

終どんな申請の手続きが必要か、どんな書類

を事前に準備していただく必要があるかとい

うのを、窓口に来る前にご理解、ご準備いた

だけるような内容の仕組みを令和３年度で構

築していきたいと。その先には申請ができる

ようなところにつなげていきたいということ

で、大きくは令和３年度、令和４年度をかけ

て、電子申請が可能なところをめざしていき

たいというところのものでございます。 

 もう一つの無線通信の環境利用につきまし

ては、今現在、職員はパソコンをもちろん用

いて仕事をしておるわけなんですが、有線の

ＬＡＮを接続しないと仕事ができない状況に

なっております。今コロナの関係で仕事をす

る環境が密になったりですとか、そういった

ときに分散する必要もあったりする中では、

有線を引き直すとか、そういったことが必要

になってくるんですが、この事業をさせてい

ただくことでアクセスポイントを設けること

で、無線ＬＡＮでつなげるというところをめ

ざしたいというふうに思っております。なの

で、どこでもパソコンを持っていけば仕事が

できるような状況をつくりたいということで、

こちらに委託料という形で予算を計上させて

いただいているというところでございます。 

 ですので、どちらも含めまして、国が示す

ＤＸの方向に遅れることなく取り組んでいき

たいというところで、今回予算としては上げ

させていただいたというところでございます。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 ４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）同じところになります。

そうしますと、今のご説明であれば、無線通

信環境委託料が３年間で1,900万円余しだと

思います。ということは、１年間で400万円に

なるということになると思いますが、400万円

の無線通信といいますと我々は想像がつきに

くいと思いますので、なぜこれだけかかるの

か、その内訳を教えていただけますか。 

○議長（土井裕美子君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）こちらに計上

させていただいております無線通信の環境整

備委託料につきましては1,963万4,000円とい

うことで、こちらは今年度で事業化させてい

ただきたい予算ということになっております。 

 中身につきましては、アクセスポイントを

約50箇所、庁内であったり保健福祉センター

であったり、そういった施設に無線でつなげ

れるアクセスポイントを整備する費用と、あ

と、セキュリティーの関係で無線でつないで

仕事をするという環境をつくりますので、全

ての機器を監視する必要が出てきます。おか

しなアクセスがないかですとか、変な動きが

ないかというのを常時監視して、それを見張

るシステムというのを導入する必要があると

いうところもございます。ですので、そうい

った監視のシステムとアクセスポイントを設

置するための費用、あと、Ｗｉ－Ｆｉ、ご家

庭のＷｉ－Ｆｉであれば一つずつ設置はする

んですけど、それを取りまとめるコントロー

ラーというのを設ける必要があります。庁内

全部に行き渡っておるものを取りまとめるシ

ステムというのが必要になってきますので、

それを全て今年度事業化するための予算とし

ては約1,600万円かかってくるというところ

です。セキュリティーの問題で、先ほど監視
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するシステムということで約330万円という

形で、全体、今年度でこの1,963万4,000円の

予算が必要というところで計上させていただ

いているところでございます。 

○議長（土井裕美子君）４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）そうなりますと、初年

度に費用がそれだけかかるのは分かりますが、

あとは監視システムのみだとは思うんですけ

ども、そうなるとこの計算といいますか、こ

の内容がよく分からない。この説明書を見ま

すと４年度から７年度とし、限度額を1,320

万円ですか、と書いてあるその内容がよく分

かりませんが。 

○議長（土井裕美子君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）債務負担の行

為としましては、330万円のセキュリティーの

監視の部分で４年分というところの数字で債

務負担のほうを上げさせていただいています。

あと、電子窓口のシステムとしては171万円の

４年分の684万円というのを、債務負担行為の

限度額として計上させていただいているとい

うことで、セキュリティーの部分でかかる330

万円は年間の費用の４年分で、今回、債務負

担行為を追加として上げさせていただいてい

るところでございます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 ６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）10ページの子育て世代

生活支援特別給付金の部分なんですが、説明

書を見ますと低所得のひとり親、ふたり親子

育て世帯に対してということなんですが、こ

こで言う低所得というのを確認をしときたい

なと思うんですけども、定義づけですね、確

認したいなと思います。 

 それともう一点は、これ、割れば、児童一

人当たり５万円ということなんで、１億2,500

万円を割ればこの対象者の数は出るんですけ

ども、世帯的にはどれぐらいあるんかという

こと、その辺もお教え願いたいですけども。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）低所得の基

準ですが、ひとり親の分につきましては、令

和３年度４月分の児童扶養手当の受給者、及

び公的年金を受給していることで令和３年４

月分の児童扶養手当を受けていない方、それ

から、令和３年度４月分の児童扶養手当は受

給していないけれども、コロナの影響で家計

が急変して収入が児童扶養手当と同じ水準に

なっている方というところが対象となってき

ます。 

 対象世帯、これはお子さんお一人について

５万円ということになりますので、ひとり親

世帯分につきましては、先ほどの市単の分と

同じ1,000人を見込んでございます。ふたり親

世帯につきましては、この対象世帯がまだ国

のほうからお示しがなく、令和２年分の所得

の確定が６月以降となりますので、それに基

づきましてまた国のほうから詳細が来るかと

思われますので、今のところ1,500人を対象に

と考えてございます。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）質問者、世帯数のお

問合せでしたけれども、それでよろしいです

か。分かりますか。1,500人ですね、答弁は。

世帯数はまだ分からないという。 

 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）世帯数につ

きましては、こちらのほうで今資料を持って

ございません。対象者が、ふたり親につきま

してはまだ未確定なところがございますので、

今後、また世帯については確定されるかとは

思いますが、すいません、今のところ持ち合

わせがございません。 

○議長（土井裕美子君）６番 辻本さん。 

○６番（辻本 勉君）今のところで1,500人と

いう計算をしているんやったら、世帯も数が
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だいたい分かるんちゃう。必然的にやで。確

定はしてないけども、だいたい。この1,500

人というのもクエスチョンでしょう。という

ことは、世帯もクエスチョンで、だいたいの

予測はつくんちゃうかなと思うんですけど。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）世帯数につ

きましては、人数につきましてはまだお示し

がない分、つかみの人数になってございまし

て、世帯につきましてもどのくらいの方が所

得が低いかというところは分かってございま

せんので、世帯については把握してございま

せん。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）辻本議員の質問にお答

えします。 

 ふたり親世帯については、所得申告されて、

そして６月に所得の水準が決まります。国は

まだそれをどこで切るかというのを確定をし

ていません。ひょっとしたら、かなり低い部

分になるのか、かなり高い部分になるのかと

いうことが確定しておりませんので、世帯数

ということもなかなかつかむことができてお

りませんので、一応一人５万円となっていま

すので、予算を組むにあたり人数をこれぐら

いかなという予測をして、今回予算計上をさ

せていただいています。これは結局、世帯に

配るんじゃなくて、子どもの数に合わせて配

っていくものでありますので、もう少し先に

ならないとふたり親世帯の収入をどこで切る

かというのが、まだ私どもにも分からない状

況なんですけども、ただ、国の国庫補助事業

とやることなんで、そこの部分に関しては人

数計算をしていくと。そして、予算が足らな

ければ、再度国のほうに申請をしていくとい

うふうになってきます。 

 だから、今世帯数を問われましても、今の

国もまだ何も決まっていない、所得をどこで

切るのかというのが決まっていない中では、

なかなか議場で正確な数字を申し上げること

はできませんので、また国の指針が出てきま

したら、改めて議会のほうに報告をさせてい

ただきますので、ご了承お願いします。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）８ページの民生費のと

ころなんですけども、そこの児童福祉総務に

関する経費のところなんですけども、こども

課のところなんですけども、そこで子育て支

援従事者慰労金なんですけども、これは公立

も私立も全て含めてのことかお聞きしたいで

す。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）これにつき

ましては、公立園に従事する保育士は除きま

して、民営の保育園、こども園、認可外保育

施設、学童保育など、約600名の方が対象とな

ってきます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 １番 岡本さん。 

○１番（岡本安弘君）10ページの001430新型

コロナウイルスワクチン接種に要する経費

の12節ワクチン配送委託料について。この委

託先と、今挙げていただいている金額につい

ては一般接種の方の配送費も含んでおられる

のか、その二点についてお伺いいたします。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）これにつき

ましては、今回、可決いただきましたら、直

ちに民間事業者と委託契約ができるように今

提案を受ける段取りをしております。 

 それから、この704万円につきましては、配

送が始まる５月から10月までの期間において

の配送の金額を計上してございます。 

 以上です。 
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○議長（土井裕美子君）１番 岡本さん。 

○１番（岡本安弘君）そしたら、その委託先

の、今後可決をすれば準備をするということ

なんですけど、もちろん保冷車というような

形かなと思うんですけど、その辺り今現在想

定しておられる委託先というのは教えていた

だけることができるんでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）保冷バッグ

に入れたワクチンを普通の車で配送していた

だくようになりますので、特に保冷車という

わけではございません。民間の委託業者に配

送を依頼することになりますので、今後また

契約のほうを進めていきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）12ページの一番上の病

院のところです。そこで、これ、従事者に対

して支給されるんですけども、期間が設定さ

れるのかお聞きしたいんです。 

○議長（土井裕美子君）病院事務局長。 

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今のお

ただしですけども、今年度一年間の分という

ことで計上させていただいてございます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにございません

か。 

 ２番 垣内さん。 

○２番（垣内憲一君）10ページの001430の12

番のワクチンの配送料なんですけども、５月

から10月、民間の方にお願いするということ

なんですが、保冷車も使わんと普通の一般車

で保冷の入れ物に入れて輸送するということ

なんですけども、これ、１日何回運んでいた

だくとか、どこからどこまで運んでいただい

てこの700万円という金額が出てくるんかな

と思って。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）これにつき

ましては、１週間で一つの医療機関には２回

輸送することを想定してございます。２台を

運用しまして、合計で１日に５箇所の医療機

関に対して、２台の車で週に８回運送するこ

とをめざしてございまして、１週間当たり80

回の運送ということになります。対して医療

機関につきましては、市内に約40医療機関が

ございますので、週２回の運送で80回という

ことで運送させていただくことになります。 

 保冷につきましては、70度のディープフリ

ーザーが先日保健福祉センターのほうに搬入

されまして、マイナス70度で電源を入れてワ

クチンを待っているところでございます。こ

の保健福祉センターから各医療機関のほうへ

配送することになります。市民病院において

は、市民病院のほうに直接業者のほうからワ

クチンが搬入されます。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、２

款から４款までを終わります。 

 次に、６款農林水産業費、７款商工費、９

款消防費、10款教育費、11ページから16ペー

ジまで、質疑ありませんか。 

 13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）12ページのまず一つ目

が農業振興に要する経費の190618インターネ

ット分なんですけれども、これ、過去から何

回かされてきているかと思うんですけれども、

今までどれぐらい使われてきたのかというこ

と。恐らく今残っている方というのは、パソ

コンはあまり得意じゃないという方もいらっ

しゃるかもしれないので、その辺りに対する

ケアをどのように考えられるかがまず一点。 

 二点目として、その下の1909の18のふるさ

と便の部分なんですけれども、前回、結構好

評やったというのは分かっておるんですけれ
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ども、やはり私どもの耳にも商工業者から、

例えば繊維関係であればシーツとか毛布も送

りたい、例えば子どものためにお肉を送りた

いとか、そういう声も届いている中で、何で

また今回も農業者なのかなという部分が一点。

それをうまいこと使ったらふるさと納税のア

ップにもなると思うんですけれども、もうち

ょっと範囲を広げてほしいなというのがある

んですけれども、何でかという部分。 

 そして、今回8,000万円ということで約８万

件ぐらいなのかなと思うんですけれども、ど

うしてもタイムラグが発生して、この金額を

超えた場合、そんな大きく超えることはない

と思うんですけれども、財政になるんですけ

れども市単で組む予定はあるのか、オーバー

した分について。そこらをうまいことやっと

かんと、農業者が先払って、最後結局、農業

者負担とかになっても具合が悪いので、その

辺りの考え方。 

 それと、野菜とか果物の場合やったら予約

販売とかで、今はこの制度があるから10月と

か11月にある分も買いたいんや、だから今か

ら予約しとこうというのが出た場合に、どう

しても8,000万円を超えてしまう可能性もあ

るので、その辺りについての考え方をよろし

くお願いします。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず一点目の

インターネット販売に関する経費についてご

説明させていただきます。 

 令和２年度事業として、実績ですが、農家

の方27事業者がありまして、実際サイトを利

用された経費としては112万9,230円の支出が

ございました。それぞれ農家の方にアンケー

トを取らせてもらって、実際どれぐらいの効

果があったのかというふうなことを聞かせて

いただいたんですが、まず先ほど議員がおた

だしの中で、インターネット等の活用につい

ては本当は農家の方が不得手であって導入し

づらいというような状況の中で、この市の施

策をきっかけに初めてやってみようという農

家の方が本当に増えました。中には自社サイ

トでホームページを作って、令和元年度の実

績では約３万円だったのが令和２年度の実績

で450万円、150倍に増えたという農家の方も

おられました。そういったことも含めて、導

入に消極的な農家の方、窓口等での相談につ

いては、職員も本当に丁寧な、パソコンを持

ってきてこんなふうにするんだよというよう

なそういった説明もしておりますので、引き

続きインターネット販売事業の継続をしてい

ただくような取組を行いたいと思います。 

 なお、先ほど売上げが非常に伸びた事業所

の方について、具体的な方法であったりとか、

そういったことを他の農家の方に講師として

教えていただくような、そういったことも含

めて取り組みたいなというふうに考えていま

す。 

 続いて、ふるさと便についてです。 

 農家の方を主要とした施策になって、他の

製造業等になかなかこれは該当しないのじゃ

ないか、要望等があるというおただしですが、

まず農産物ということについて私たちが非常

に着眼しているのが、例えば柿、ブドウ、桃

等については、コロナの影響を受けて今年は

売れないから生産を調整しようというような

ことがなかなかしづらいです。そういったこ

とも含めて、橋本市でできた農産物をしっか

りと県内外に知っていただくという当初の橋

本産品のＰＲということも兼ねて、やっぱり

活用するということが大切だということで、

農家だけではないんですけども、そういった

施策をしようというところです。 

 ただ、市民の方には農家の方だけの施策で

はなくて、例えば具体的なことを申し上げま

すと、東京に一人暮らしをしている学生が、
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家族からふるさと便を通して野菜がたくさん

送られてきたと。一人暮らしをして本当に橋

本市に帰れないというそういう悲しい思いを

しているのが、施策として取り組んでくれて、

本当に橋本市の野菜や果物を食べながら自炊

の生活ができているので非常にありがたいで

すというそういった声であるとか、また、引

っ越しを県外にされた方から、橋本市に戻れ

ないという状況がある中で、家族が送ってく

れるということが非常にうれしいと、送料が

ないということで本当に家族も助かっている

よというそういった具体的な声を頂いていま

す。農家だけの支援ではなくて、運送業、そ

れから一般市民の方への施策ということもあ

りますので、ご理解いただきたいなというふ

うに思います。 

 あと、野菜の予約販売、それから予算の件

について経済推進部からまずお答えさせてい

ただきますと、前回、令和２年度に実施しま

したふるさと便については、当初2,500万円か

ら5,000万円と補正をしていただきました。令

和３年度については、今回の補正予算で8,000

万円を計上させていただいています。上限に

ついてはやっぱり担当者としてすごく意識を

しておりまして、農家の方に例えば予約販売

等も含めた件数がどうであるとか、それから

月々の進捗管理とか、これは農家の生産、そ

れから販売、これまでの実績も踏まえて、非

常に丁寧な情報収集、情報共有が必要だとい

うふうに考えています。私たちとしては予算

を超えてということはなかなか現時点では考

えられませんので、しっかりと農家の方と調

整をしながら進めていきたいと思いますので、

ご理解いただきたいというふうに思います。 

○議長（土井裕美子君）財政課長。 

○財政課長（井上稔章君）先ほどご質問いた

だいた内容で、今、経済推進部長からもお話

がありましたが、やはり財政課としても予算

がオーバーするというところについては査定

の段階でも非常に議論したところでございま

す。今、答弁させていただいたとおり、中で

抑えるというと語弊がありますが、市単が出

ないような形で進めていくというような方向

で現状考えておりまして、途中で例えば新た

な臨時交付金の追加交付があるというような

段階がまた出てきた場合には、再度検討する

というような格好で進めたいと考えておりま

すので、ご理解よろしくお願いいたします。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）今、財政課長もお答え

いただきましたけども、タイムラグがどうし

ても発生してしまうので、ここで切ったけれ

ども実は週末を挟んでどーんと増えたと。例

えば数万円、数十万円オーバーしてしまう可

能性もある中で、どうしても、これ、農業者

さんとかお店屋さんというのは事前に送料を

支払って、結果的に市からオーバーしたから

もらえれへんわとならんようにだけは注意し

ていただきたいので、その辺りもやっぱりき

っちりと目を光らせていただきたい。これは

要望しておきます。 

 それと、別にこのふるさと便を否定してい

るんじゃなくて、やはり橋本市内には様々な

商工業者もあって、商品、オリジナルの製品

とかをつくられているんですけれども、そう

いうところにも光を当てていただきたいんで

す。農業と同じように売上げが下がっている

ところもたくさんあります。今回はこの分の

予算なんですけれども、今後、また新たな補

助金とかが出るかもしれないんですけれども、

そのときには商工業者についても、今の段階

で推測でしかありませんけれども、前向きな

検討というか、その辺りは考えられますでし

ょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）ご質問にお答
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えさせていただきます。 

 農産物と違って、製造されたものというの

は単に消費者に送るものだけじゃなくて、事

業所間の取引等もあると思います。そういっ

たすみ分けは非常に分かりづらいところがあ

るんですが、議員おただしの趣旨については、

他の市民の方からも担当部のほうにも声が寄

せられておりますので、先ほど財政課長が言

われましたとおり、そういった機会があれば

しっかりと検討できるように私たちも理論づ

くりをしていきたい、そんなふうに考えてい

ます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）関連、同じところです。

今、部長からご答弁があって思ったんですけ

ども、これ、先ほどの感謝の手紙というか、

そういうのをさっき言うてくれてたと思うん

です。じーんと来るものもありますし、いい

ことをやってくれているなと。ふるさと便自

体が市の職員のアイデアで、他市、他町から

いろいろ勉強に来てくれとるというのはすば

らしいことで、なかなか橋本市やるなと、こ

ういうふうに今思っての次の質問なんですけ

どね。 

 今回、僕、それに携わって思ったんですけ

ど、農産物一点のところで目が行ってしまう、

ふるさと便というふうになるんですけど、そ

もそも論でいうと運送代を補助してあげる。

運送というのは、ただ形のないものとかを入

れて、箱の大きさによってお金が決まると思

うんです。だから、ややこしいことを言うん

ですけど、柔軟に対応したら箱の中の隙間と

か、箱のサイズできっちり周知できているの

かということ、これ、一番大事なんです。さ

っきの話やったら、橋本市出身の都会におる

人がこういう野菜なんかを送ってくれたらう

れしいよって。そういうところに隙間とかが

出るじゃないですか。だから、箱のサイズで

きっちり周知して、ほかのものを入れたらル

ール違反になるんかどうか分かりませんけど、

やっぱり利便性というのをちゃんと国民の税

金を使っての措置なんで、その辺は経済部で

臨機応変にしていただけて周知してほしいな

という、答弁を欲しいんですけど要望的なこ

とが一つ。 

 もう一つが、これらをやっていくことに対

しての一定ルールがあると思うんです。例え

ば橋本市産以外のものを入れたらあかんとか、

そういう細かいルールが前回あったと思うん

です。それについてのチェック機能はどうな

っているか。ルール違反する人はいてないと

思うんですけど、そういう見張りはどういう

ふうに図っているのか。 

 その二点をお伺いいたします。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず農産物の

送付に関してですが、例えば橋本市産のキャ

ベツ一つを購入して、ほか、ほかの自治体で

作られた農家の方が作られたほかのものをた

くさん送るという、そういったケースも多々

ありました。私たちとしては、本来の目的と

いうのは橋本市産のものを送るということで

すので、極力そういったことが引き続きでき

るように農家の方とも調整をしたいというふ

うに、そんなふうに考えています。 

 それから、一定のルールに基づいて、去年

度の実績、５万件送ったもの個々伝票とか、

チェックをさせていただきました。本当にこ

れはどうかなというようなことも正直ござい

ましたが、その中でも橋本産のものをきっち

りとご購入いただいて送っていただいている

というようなことがあります。家族等の中で、

本当に日常品とかそういったものを一緒に送

りたいよというような声も確かに頂いている

んですが、ふるさと便という趣旨からして農
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産物を送るというそういったところに引き続

き力を入れてというふうにしたいと思います

ので、市民の方にはそういった声も十分理解

しているんですけども、ご理解いただきなが

ら対応していきたい、そんなふうに思ってい

ますのでよろしくお願いします。 

○議長（土井裕美子君）15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）ご答弁ありがとうござ

います。重ねてもう一回お伺いするんですけ

ど、そしたら、一定のルールを精査する監視

機能というのは、自己主張の伝票に基づいて、

こっちで伝票をチェックしただけという解釈

でよろしいんですか。それと、もしそうなん

であれば大丈夫かなと思うんですけど、いか

がですか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）大手販売店等

からも、直接送付担当の方からの声も聞かし

ていただいたりしました。具体的な事業所と

いいますと、やっちょん広場等では橋本市民

の方が送付するということで、免許証等個人

情報をチェックするというようなことを行っ

ておりました。それが非常に煩雑だというよ

うな、そういった声も頂いております。農林

振興課で個々伝票をチェックした際には、こ

れはどうかなというものについては農家の方

や大手事業所についてでも、これは対象にな

りませんというところをはっきりと精査をし

てお支払いしなかったというそういったこと

もありましたので、引き続き、きっちりと見

ながら進めていきたいというふうに思います。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 17番 岡さん。 

○17番（岡 弘悟君）同じところというか、

さっきの18節の農産物等インターネット販売

促進補助金の件、一緒のところにはなるんや

けど、これって、商品に関してなんですけど

も、基本的にはＡ級品、言葉は悪いですけど、

いいものを皆さんに販売するようになってい

るんかな。何でこんなことを言うかというと、

こういったインターネットで販売するのはも

ちろんいいものも販売するのは当然なんやけ

ど、僕、基本的にＢ級品を売っていくという

のが一番大事やと思っとるんです。何でかと

いうと、僕もまんまとやられているほうなん

やけど、僕はよく宮古島からマンゴーを取り

寄せるんですよ。すごい安いんです。僕、い

つもキロで買うんですけどね。キロで買って

友だちとかにも配るんやけど。空港とかで買

うと１個5,000円とか6,000円とか、もちろん

形はええですけどね、大きいし。ただ、僕が

買うＢ級品というのはふぞろいで、味は一緒

やけども、値段が高いからこそ買ってしまう

んですよね。値段が高いからＢ級品を見ると、

これ、安いな、味一緒やのに、おいしいから

ついついインターネットで買ってしまうんや

けど、それが基本的にはインターネット販売

と、あと農業とかという、何でもそうなんや

けども、そういう部分での利ざやを取ってい

くというのは商売にとってはすごいプラスに

なるので、マイナスが実はプラスに変わると

いうことなんかな、そういう部分で利益を取

るというのはね。そういった指導というか、

そういうやり方というのはどのようにやって

いるのかというのをお答えください。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員おただし

の件にお答えさせていただきます。 

 まず、農家の方、インターネット販売、そ

れからふるさと便で送るものについては、基

本はＡ級品でございます。ただ、今回インタ

ーネット販売、それからふるさと便において

も、農家の方が送料が無料ということであっ

て、重さが増えても送料が市の負担というこ

とであるので、おまけとしてＢ級品等をつけ

られて、本来破棄していたものまでおまけと
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してつけられた方もたくさんおられました。

非常に相手の方が喜んでおられて、それをま

た販売してほしいというような声につながっ

たというようなこともお聞きしています。品

目の中には、柿、ミカン以外にスモモやキウ

イというような様々な品種を取りそろえてい

るということで、先ほど非常に実績が上がっ

たという事業所なんかにおいては、本当にこ

れまで破棄していたものまで商品としてリピ

ーターリピーターで、次から次へと注文があ

って販売できたと、そんなふうに聞いており

ます。 

 そういった中でも、農家の方が全てこの事

業にということにはなかなか至りませんので、

先ほども申し上げましたが、成功事例をきっ

ちり農家の人にも情報共有していただいて、

こういうふうに取り組んだらもっと売れるよ

というような、このコロナ禍においては非常

にインターネット等の販売というのはこれか

ら伸びていくと思いますので、そんなふうに

農林振興課からも農家の皆さんに声かけをし

ていきたいと、そんなふうに考えています。 

○議長（土井裕美子君）17番 岡さん。 

○17番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

やり方としてはそれですごくいいとは思うん

ですけど、僕、基本的に思うのは、価格のい

いもの、Ａ級品の価格を上げていくというの

はやはり行政とか、ＪＡもそうやし、いいも

のを高く売るというのは当然のことやと思う

んです。それでイメージ戦略は出来上がる。

ただ、イメージ戦略をつくったら、やはり次

にはすごく高級なものを安く買える、Ｂ級品

を売っていくという戦略、これ、２本立てで

やらないと、ごっちゃにしてしまうと結局は

Ａ級品の価値を下げてしまうことになるんで、

Ａ級品の価値は上げつつ、Ｂ級品の価値はマ

イナスをプラスに変えていくという戦略の２

本立てをすることによって、農家の方の収入

は確実に上がりますので、これ、農家だけじ

ゃなくて全部に当てはまるでしょう。実際の

話、きずものと言われてもこれぐらいの傷や

ったら我慢できる、それで値段が半額やった

ら買ってしまいますよね。 

 僕も事務所を建てたんですけど、事務所を

きずもので買ったら半値やったんで、ついつ

い買っちゃいましたみたいな。実際見たら分

かれへんのですけど、でも実際、売る側とし

たら傷があったらＢ級品になっちゃうんです

よね。それを正当な値段で売れないというの

は売る側の信義なんで、買う側からしたらお

得感満載という信義、その信義の２本立てを

きっちり組み合せてやっていくというのが商

売やと思いますので、その辺の組立てという

のはやはり行政がやっていかなければいけな

いと思うんで、その辺は、これ、要望で結構

なんですけども、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）14ページの委託料と生

活応援クーポンのことについてお伺いします。 

 ３月議会で今までのクーポンの配布につい

て、今後こうしていっていただきたいとか要

望であったりとか、またクーポンの商品券を

配布していただきたいというふうに要望させ

ていただく中で、今回ここに出てきておりま

すので、五点お伺いしたいと思います。 

 取りあえず今回、市内と市外の事業者用の

共通券、これ、分けていただいたわけですけ

ども、こうしていただいた理由をまず一点お

伺いしたいと思います。 

 それと、これ、今回送付はいつ頃予定をし

ているのか。 

 もう一個です。店舗表示はということで、

クーポンの利用について混乱しないようにど
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のような工夫を考えているのか。 

 四点目です。市内の店舗券と共通券の分け

る基準はどのようになっていますか。言うた

ら、事業者のすみ分けという意味合いでお伺

いしたいと思います。 

 それと最後です。事務手続きの簡素化と軽

減について、前にも現金化するまでの時間が

長かったよとかというふうにもお伝えさせて

いただいていたと思います。その辺の軽減に

ついてどのようになりましたか。 

 その５点をお伺いしたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず一点目の

クーポン券を1,500円と1,500円、二つに分け

たというところですが、まず令和２年度にお

きまして第１弾、第２弾としてクーポン券、

まず第１弾は個々世帯に3,000円のクーポン

を送付させていただいた。第２弾として、市

民お一人当たりに5,000円のクーポンを送付

させていただいた。それぞれの実績を見ます

と、合わせての総額が３億8,300万円、約３

億8,400万円近くあるんですが、うち市内店舗

で利用されたのが約18％でした。店舗数で言

いますと、620店舗がこのクーポンの利用でき

るお店だったんですが、そのうちの市内店舗

というのが540店舗なんです。その540店舗

で18％ぐらいしか利用されてなかったという

ことでは、私たち、市内の飲食店も含めた事

業所を支援するということでは、利用される

市民の方の視点から言うと、大手店舗等で利

用できるのが非常によかったということで生

活支援につながったと思うんですが、事業所

を支援するというところではやはり弱かった

というふうな、それでは市内の飲食店等に実

際使っていただける限定のクーポンにしたほ

うがいいという判断の下、1,500円、1,500円

に分けさせていただいたところです。 

 続いて、送付の時期ですが、２万8,000世帯

に記録の残るような郵送方法にて、６月頃か

ら順次発送を予定しております。 

 続いて、店舗等の表示について、先ほど来

の説明の中でどっちの券が使えるんよという

ようなところが非常に市民の方から混乱を招

くということが想定されます。もちろんクー

ポンを郵送させていただく際に説明文も入れ

させていただくんですが、クーポンのそもそ

も色を分けさせていただいたり、それからポ

スターやステッカーにも表示や色を区別する

ことによって混乱のないようにしていきたい

と、そんなふうに考えています。コロナ禍の

状況においてなかなか説明会等も開催できな

い状況もあるんですが、店舗等にもしっかり

とそういったところを周知させていただきた

いと、そんなふうに考えています。 

 それから、市内の事業所というところの基

準でございますが、市内の店舗というのは個

人経営の店舗であって、また法人店舗であっ

ても本社本店が橋本市内にある店舗を指しま

す。先ほど言いましたとおり、今現在620店舗、

今回クーポンの取扱店があったんですが、市

内の店舗という解釈でいきますと540店舗に

なります。 

 それから、事務の簡素化だけではなくて、

事業所からの申請、それからお支払いまでの

手続き期間については、非常に私たちとして

も注意を払っているところです。これまでい

ろんな関係機関、出納も含めた市内部での調

整も図っているんですが、なかなか事業所の

皆さんが請求してすぐおくれというようなこ

とには対応できてないのが現状なんですが、

できるだけそこについてはお支払いをスムー

ズにできるようにしたいというふうに思って

います。 

 それから、今回、新たにクーポンを実施す

ることによって、もう一度店舗に登録をして

いただかなければならないのかということに
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ついては、そういったことがないように引き

続き希望のあるところには、申請せずして登

録を継続できるとか、そういったことも含め

て調整を図りたいと思いますので、ご理解い

ただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）ありがとうございます。

今最後にお答えいただいた現金化のスピード

とかにおいてでも検討していただいて、でき

るだけ早いことしていただけるということな

ので、それはそれで検討していただいてうれ

しかったなと、ありがとうございますとお伝

えしておきたいと思います。 

 それと、もう一点も無理なお願いをしてい

く中で、クーポンを色を分けるとか、これ、

多分結構混乱も出てくると思います。けれど

も、そういったところを調整していただいて

やっていっていただけるということなので非

常にうれしく思いますので、また最後までよ

ろしくお願いしたいと思います。ありがとう

ございます。答弁は結構です。 

○議長（土井裕美子君）ほかに質問をする方

はございますね。 

 それでは、この際、10時50分まで休憩をい

たします。 

（午前10時39分 休憩） 

                     

（午前10時50分 再開） 

○議長（土井裕美子君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

 11ページから16ページまでの質疑の続きで

ございます。 

 ほかにございませんか。 

 11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）14ページの今の生活応

援クーポン券のところなんですけれども、趣

旨はすごくよく分かるんです。半分を地元事

業者のところで使うということはすごくよく

分かるんですけれども、ただ、例えば私の住

んでいる地域でいえば、地元事業所が少な過

ぎて使うところがあまりないんです、実際の

ところね。だから、今まで登録しているとこ

ろだけではなくて、もっと身近で使えるよう

な形で登録の店舗を増やすということとかも

考えてもらえたらなと思うのと、また今回の

場合はいつまでに使うことにするのかという

ことと、多分されるとは思うんですけれども、

登録している店舗で、これは地元、これは共

通券という形での一覧表をまた作られるのか、

三点お尋ねします。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、クーポ

ンを使うお店、先ほど来620という数字を言わ

せていただいているんですが、今現在はもち

ろん募集をするということは行ってないんで

すけども、今後、より以上の事業所に登録し

ていただけるように周知を図りたいと、そん

なふうに考えています。関係機関だけではな

くて、個々店舗等にも声をかけていく必要が

これから出てくるんじゃないかなと、そんな

ふうにも感じているところです。 

 それから、今回のクーポン券ですが、令和

４年１月31日までが使用期限とさせていただ

いています。国交付金の事務処理の都合上と

いうことで、そういったことを期限として設

定をしております。 

 それから、クーポンの使えるお店について、

先ほど来、色分け等も含めてですが、もちろ

ん説明文に入れさせていただくんですが、前

回送らせていただいたときにも高齢者の方か

らは、字が小さいからなかなか見づらいよと

いうそういったこともご意見として頂いてお

ります。できるだけクーポンを色分けするこ

と、それから店舗表示等も色分けしながら分

かりやすいようにというところを準備してい
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きたいと、そんなふうに考えていますので、

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 ９番 南出さん。 

○９番（南出昌彦君）南出です。 

 先ほどの17番議員と同様の意見にはなるん

ですけども、今朝の農業新聞にもＪＡタウン

というところが記事に載っていまして、何か

といいますと、売れ残り品の需要が拡大して

いるというふうな記事がありました。何を言

いたいかといいますと、この時代、価値観も

多様化しておりますので、やはりＡ級品だけ

でなくＢ級品も、また果物だけでなく野菜も、

野菜においても自然農法から有機農法、いろ

んな作り方もございますので、そういういろ

んな価値観を考えた中で農業収入を上げてい

くというふうにしていければなというふうに

思いますので、広い窓口で事業者の募集をか

けていただきたいなというふうに思います。

その点どのようにお考えか、よろしくお願い

します。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）例えば野菜に

おいては、これまでの野菜販売だけではなく

て付加価値をつけた高野山麓精進野菜を作る

という事業も行っております。確かに消費さ

れる方からすると、安いものがたくさんあれ

ばというようなところなんですが、先ほど17

番議員が言われましたとおり、中には付加価

値があるからこそ求めるという方もたくさん

おられると思います。そういった２本立てで

野菜についても、果物等についても考えてい

くべきだというふうに思いますので、販売さ

れる農家の方の意見だけではなくて消費され

る方の意見も聞きながら、しっかりと事業と

して進めていきたいと思いますので、ご理解

ください。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 ４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）14ページ、先ほどと同

じ18節の負担金の生活応援クーポン券の助成

ですが、予算あってのことだと思いますけど

も、前回5,000円でありました。そもそも今

回3,000円なった根拠を教えていただきたい

というのと、あとは、地元業者の活性化とし

ては、例えばＧｏ Ｔｏ イートのような、

いわゆる２万円の券を１万5,000円で売ると

か、そういったことも考えなかったのか、そ

の点お伺いしたいのが一点と、もう一点、消

防のほうで、消防長おりませんが申し訳ない

ですが、自動心肺蘇生器を配備するために経

費が上がっておりますが、そもそも高規格救

急車には載っておると思うんです。これは配

備されていると思うんですが、新しく性能が

いいのを配備することになるのか、説明書に

も感染防止対策を目的にしと書いていますの

で、もし分かれば教えていただきたいと思い

ます。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）ご質問にお答

えします。 

 第１弾が１世帯当たり3,000円、それから第

２弾が１市民当たり5,000円ということでし

た。第３弾として、今回、１市民当たり3,000

円ということについては、全体の予算を鑑み

て、その中で判断をさせていただいたという

ことでご理解いただきたいというふうに思い

ます。 

 それから、プレミアム等をつけてより予算

額以上の効果を出すということについて検討

しなかったかというおただしですが、もちろ

んそういったことも含めて検討させていただ

いたんですが、このコロナ禍においていろん

な状況が出る中で、まずお金を出して買わな

ければならないというところについてはなか

なかしづらい状況が今の状況の中ではあるん
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じゃないかなということがありましたので、

これは市からのクーポンをお一人まず出して

いこうという、そんな判断になったところで

すので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）総務部長。 

○総務部長（小原秀紀君）消防の関係、予算

の編成に関係がありますので、私のほうから

答えさせていただきます。 

 高規格救急車ですけれども、現在、橋本署

に２台、橋本北消防署に１台高規格の救急車

があるんですけれども、この備品、自動心肺

蘇生器につきましては北署の１台、それと橋

本署の１台に配備しておりまして、残り橋本

消防署の１台には配備しておりませんので、

そちらのほうに載せるということで、今回購

入させていただきました。したがいまして、

高規格救急車３台あるうちの全てに配備され

るということでございます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 ８番 杉本さん。 

○８番（杉本俊彦君）クーポン券の件ですけ

れども、これ、今見ましたら、12番、委託

料3,156万円、あと、会計年度任用職員雇い上

げ経費で222万円。これ、ずっとこんなことを

しとったら、だいたいこれ、元のお金の15％

というかな、全部そっちで行っていますけれ

ども、もしこれをデジタル化して、例えばみ

んながＩＣＯＣＡのカードを持っとったら、

市が3,000円ぷっとやったら全員に配れるわ

けですやん。いろんなお金が全部デジタル化

で、例えばおばあちゃんの1,500円とか、細か

いお金をよく送ってくれるんですけれども、

おばあちゃんに配るやつもピュッと押せ

ば385円とか、みんなピピッて送れるわけです

よ。いつまでこないして印刷をやって、郵便

で送ってというお金を使うのか。国はもうデ

ジタル庁ができますよ。何でか知らんけど、

橋本市はデジタル化をすごく拒否して、印刷

代か、この業務委託料がすごいお金がかかっ

ているのを、既に世帯当たり3,000円のとき１

回と、個人当たり5,000円のとき１回と、今回

の3,000円ので３回やっているわけですよ。こ

れだけでも億ぐらいになっているでしょう、

かかっているお金が。でも、これ、そんだけ

もかけたらデジタル化できるんちゃうかな。

やれば、すっとどんな場合でもお金を市民に

渡せるし、どこででも買物できるようにでき

るはずです。というのは、読み取り機械の話

になると思うんですけど。この間から経済産

業省は全額国のお金で、ただで店に置いてく

れるようなシステムをやっていましたですや

ん。そこにも参入もしてないし、何でか知ら

んけど、デジタル化を拒否するのはなぜかと

いうのを教えていただきたい。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）杉本議員の質問にお答

えをします。 

 デジタル化を拒否しているというのは、そ

れはいくら何でも言い過ぎですよ。今回の補

正予算の中にも、3,000万円近くのデジタル化

に向けた予算もつけていますよ。今現状、そ

したら、市民一人ひとりにボタン一つで3,000

円振り込めるシステム、ありませんよ。それ

は銀行でもありませんよ。だから、今はそれ

しかやる方法がないから出しているんですよ、

クーポン券という形で。だから、うちとして

も既にＲＰＡはどこよりも早く取り組んでい

ますし、デジタル化に関しても今、中岡課長

と井上課長が中心になって職員も集めて研修

をしたり、補助金を探してみたり、そういう

取組をやっています。決して後ろ向きじゃな

くて、私どももできるだけ早く、10月にデジ

タル庁ができますけど、これとてまだ法案は

通ってないんです、五つの。まずこの五つの

法案が通って、そういうデジタルに向けた国
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の補助金がどういうものが出てくるのか、そ

ういう電子申請についてもどういうふうにな

ってくるのかというのはこれからのことなん

で、現状のシステムではクーポン券は印刷を

せざるを得んというふうな形になっています。 

 私たちとしても、それができれば職員の労

力も抑えられますし、会計年度任用職員も雇

わなくて済むというメリットがあることは分

かっていますけど、先ほど補正予算のところ

で質問を頂いていたんで、できるだけ早いう

ちに、３年、４年である程度システムをつく

って５年からスタートできるような、そうい

う取組を今進めていますので、できないこと

はできませんので、またできるようになった

ら杉本議員の言われるとおり、そういうやり

方をしていきたいと思いますので、ご理解よ

ろしくお願いします。 

○議長（土井裕美子君）８番 杉本さん。 

○８番（杉本俊彦君）よく分かりました。取

組で令和５年ぐらいを目標に進めていってい

ただけるということで、よく分かりました。

とにかく前向きに市長は考えておるというの

が分かりましたので、それはそれで、今はで

きる範囲でということでこの方法なんだなと

いうのも分かりましたので、結構です。あり

がとうございます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、歳

出を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。５ページをお

開きください。 

 歳入全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、歳入を終わります。 

 それでは、歳入歳出全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）今回の予算について、

すごく市民に対するいろいろな事業をたくさ

んつくっていただいていいんですけど、実は

私、以前の一般質問で申し上げたんですけど

もコロナ対策のことで、抗原検査キットにつ

いて県と調整しながらということで、コロナ

対策ですごく有効だとは思うんですけども、

抗原検査キットを備蓄したら、高いものじゃ

ないのでどうですかということで、県との調

整のことを答弁いただいたんで、今回の予算

をつくるときに検討されたかどうかだけお聞

きしたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（土井加奈子君）今回の国の

三次補正の予算の中では、検討してございま

せん。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）今回、答弁は分かりま

したけども、６月議会に向けてもそういった

ことを含めて検討されるようにお願いしたい

んですけど、お考えをお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）髙本議員の質問にお答

えします。 

 抗原のキットについては、やはり県との関

わり合いがあります。県と市とやっぱり調整

しないといけませんし、県も今回の補正予算

に上がったという話は聞いておりませんので、

県も臨時議会をやりました。その中で本当に

今、３月議会にも答弁させていただいたよう

に、対象を限って高齢者施設に入所する方に

抗原キットでコロナの陰性か陽性かを調べて

もらうというふうなことにしていますし、あ
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まり全市民が受けるとなると、これもまた検

査機関であったり、その対応であったり、非

常に難しい部分もありますので、今後そうい

うような必要性、県からもっとという話でも

あれば私たちとしても対応していきたいとは

思いますけども、ＰＣＲ検査もやはり県が、

保健所が対応してくれていますので、検査の

処理能力であったり、今でもコロナが蔓延し

てきて市民病院でさえいっぱいになりつつあ

りますので、できるだけそういう面について

は国へも要望はしていこうかなというふうに

も思っています。果たして市町村でそういう

ものを確保することが重要なのか、あくまで

県がやってもらうことが重要なのかというの

は、やっぱり県と市でしっかりと協議もして

いきたいと思いますし、私たちにとっても６

月に向けてそれを協議するかどうかというの

は、今は私たちの主の目的はワクチン接種を

一日でも早く終わらせるということを主眼に

置いています。これも恐らく年内いっぱいワ

クチン接種にはかかるかなというふうにも考

えていますし、今新たに検査でさらに人を増

やせるかということになると非常に難しい部

分もありますので、これからの状況を踏まえ

て一つ一つその状況に合わせて判断をしてい

きたいというふうに考えていますので、ご理

解していただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）今日はよく市長がしゃ

べってくれているんで、市長に全体でお伺い

するんですけども、今回の補正予算、僕的に

は気持ちよく賛成できる、しっかりした骨組

みであるということは理解しています。その

一方で、私、いろんな担当課、特に福祉とか

危機管理、新しい部長が入られてこれからの

議論になろうかと思うんですけども、この地

方創生の臨時交付金というの、まだ勉強不足

なんでどこまで使えるかというのは方向違い

なことを聞いたら悪いんですけど、これと同

じぐらい大事なこと、すなわちずっと担当課、

教育委員会とかでも言うてきたんですけど、

県庁とか振興局へ行ったらカメラみたいな温

度センサーと言うんですかね、ああいうのが

ついたりとか、僕、ずっと教育委員会に言う

とるんやけど、どこまで市長の耳に入っとる

かということが一番大事なことなんやけど、

多分、教育部長はちゃんと伝えてくれてある

と思うんやけど、図書館のところに置いてお

くとか、今橋本市の窓口業務、上下水道とか

前でしっかり受付業務をやってくれています。

下の市民課も人がどえらいパンクしています。

そんなところにそういうカメラとか、例えば

空気清浄機とか、こういうのは考えられなか

ったんかなって。これ自体はありがたい予算

組みやけど、もう一つプラス、例えばふるさ

と納税でもいいんやけども、職員を守る、市

民を守る、市役所へ来ていただいた人を守る

というそういう措置というのは、今後、考え

とることとかあるのかなということを教えて

いただきたいです。 

○議長（土井裕美子君）暫時休憩します。 

（午前11時11分 休憩） 

                     

（午前11時12分 再開） 

○議長（土井裕美子君）再開いたします。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第１号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第１号 令和３年度橋本市

一般会計補正予算（第１号）について を採

決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２号について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第２号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより、議案第２号 令和３年度橋本市

病院事業会計補正予算（第１号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、選第１号について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）当てていただいてあり

がとうございます。 

 新しい教育長の任命ということで、すごく

僕は期待しておるんですけども、今回またず

れたらご指摘ください。先ほどのいろんなけ

んけんがくがくの答弁であったように、家庭

教育推進室とか、平木市長といえば教育、福

祉を一つにしてという一つの軸、すごく僕は

いいと思うんです。これを実行する上で、新

しい福祉部長も頑張ってくれるやろうし、教

育の部分、教育のトップ、新しい教育長がこ

れに対してどういうふうな思いを持っている

のかとか、次の教育長に聞かな分からんので

すけれども、市長としてはこの方を任命する

にあたってどのような思いが、この辺をどう

いうふうにしていってもらおうという思いが

あったのか。その辺を教えといてほしいと思

います。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）堀内議員の質問にお答

えをします。 

 まず、教育長が６年間しっかり頑張ってい

ただいて、橋本市の教育ということに対して、

特に教育コミュニティであるとか、教育、福

祉に熱心に取り組んでいただいて今の形がで

きてきました。今回、さらに大きなテーマに

なっているのはＧＩＧＡスクール、これをう

まく運営をしていただくための、こういう三

点を基に人選をさせていただきました。その
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中で提案する教育長にはそこの部分について、

彼なら大丈夫であろうと。現在、退職してい

ますけど、あやの台小学校での、あるいは応

其小学校でのそういう教育の取組を見たとき

に、現教育長の考え方もちゃんと伝えてうま

く運営してもらえるだろうということで、そ

ういう人選をさせてもらった中で、今回提案

しました今田実君を推薦させたことです。 

 やはりこれからの時代、教育と福祉をいか

に連携させて、ひとり親世帯であったりふた

り親世帯であっても、あるいは今障がいを持

った子どもたちも増えてきている。橋本中学

校のように支援が必要な生徒が20人ぐらいに

なっている学校もありますし、そういう全て

の教育、またＧＩＧＡスクールということで、

タブレットを使った教育、あるいはそのうち

電子教科書にもなってくるし、そういうとこ

ろをうまく進めていただけるのかなというこ

とで人選をさせていただきました。 

 そして、家庭支援室を持っていったのも、

教育委員会にもあったんで、校長先生とのつ

ながりもあるし、今田君にしてもそういうこ

とを十分理解していただいていますので、よ

り一層教育と福祉の連携をさらに強化するこ

とと、ＧＩＧＡスクール、これを本当に橋本

市で全国でトップクラスになれるようにして

いくためにであるとか、当然、学力向上、ま

たスポーツの向上であるとか、そして隅田地

区の教育コミュニティは結構進んでいますの

で、そこの中心人物でもありますので、地域

と学校との、あるいは行政とのつながりをさ

らに強化してほしいということを考えた上で

の人選でありますので、ぜひご賛同賜ります

ようよろしくお願いします。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）ご丁寧な説明ありがと

うございます。ただただすばらしい方だとい

うのは存じ上げとるんですが、市長の思いの

ところをまず聞いておきたかったということ

と、市長がどなたを任命しても僕らは寄り添

っていかなあかん、一緒に対話していかなあ

かんということはよく理解してございます。 

 小林先生におかれましてはいろいろお世話

になりまして、どうもありがとうございまし

た。勉強になりました。また今後、新しい橋

本市が、子どもたちが思いやりのある、育ん

でいけるように私自身も努力いたしますので、

どうぞよろしくお願いします。ありがとうご

ざいます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 ８番 杉本さん。 

○８番（杉本俊彦君）まず、教育長、どうも

いろいろ長いことありがとうございました。

勉強になることをたくさん教えていただいて、

感謝しております。これからも長生きしてく

ださい。 

 実は、これ、いまだみのるさんと読むんで

すかね。この今田という字、中がテになって

いるんですけど、これ、こういう字を書くの

かどうかだけ教えといてほしいんですけど。

いまださんというのにこういう字を初めて見

たんですよ。だから、印刷ミスかなとか思っ

たんですけども、確認だけお願いします。平

仮名打っといてほしいな、いまだみのるって。

この字でいいんですか。 

○議長（土井裕美子君）答弁できますか。 

 教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）この漢字ですけど

も、このとおりでございます。これでいまだ

みのるということで、このままでございます

ので、よろしくご理解のほどお願いいたしま

す。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、こ
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れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております選第１号につ

いては、委員会の付託を省略いたしたいと思

います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより、選第１号 橋本市教育長の任命

について を採決いたします。 

 本件は、これに同意することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本件はこれに同意することに決しまし

た。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（午前11時21分 休憩） 

                     

○議長（土井裕美子君）ただ今、橋本市教育

長の任命について同意されました今田実氏か

ら発言の申出がありますので、これを許しま

す。 

〔教育長（今田 実君）登壇〕 

○教育長（今田 実君）ただ今ご紹介いただ

きました今田実と申します。貴重な時間を頂

き、一言お礼のあいさつを申し上げます。 

 このたび橋本市教育委員会教育長にご推挙

いただき、また先ほど同意いただきましたこ

と、誠にありがとうございます。 

 昨年３月から新型コロナウイルスの感染拡

大を受け、３カ月全国一斉に学校が休業する

という事態になりました。また、この約１年

間、感染者の増加に伴い、緊急事態宣言が２

度にわたり発出されたり、まん延防止等重点

措置が実施されたりするなどの対策が行われ

てはいますが、全国的に感染者数、感染状況

が収まらない状況が続いています。和歌山県、

そして橋本市においても例外ではありません。 

 このような中ではありますが、昨年度から

小学校において、今年度から中学校において、

新学習指導要領による教育が始まっています。

また、文部科学省からＧＩＧＡスクール構想

に基づく教育の在り方について、中央教育審

議会から令和の日本型学校教育も示されまし

た。これらを受け、私たちはSociety5.0時代

に生きる児童生徒の育成のために、これまで

の教育実践に新しい要素を加え、個別最適化

された学びや協働的な学びを一体的に充実さ

せていくことが求められています。 

 また、橋本市教育大綱の理念「人が学び合

い、ともに育むまちづくり」に基づき様々な

取組が行われていますが、その中でも中学校

区ごとに特色を生かしながら進めている教育

コミュニティの取組は、橋本市における社会

教育、学校教育の基盤となってきていると認

識しています。これまで橋本市教育大綱の第

１期、そして第２期前期で取り組んでこられ

たことをベースとして、この理念に基づく取

組のさらなる充実と振興に注力していきたい

と考えています。しかし、新型コロナウイル

スの感染状況を考えると、安心して学べる環

境づくりが教育課題に取り組むためには必要

であり、私たちの直面した共通の課題である

と考えます。関係機関と連携を図るなど、教

育コミュニティの機能を生かしながら、学

校・保護者・地域の皆さまとの連携による地

域づくりによって、安心・安全な環境づくり

に取り組んでいかなければなりません。この



－25－ 

ような課題を前にしたとき教育長を務めさせ

ていただくことに対し、たじろぐ思いを禁じ

得ません。しかし、微力ではありますが、こ

れまで私が実践してきたことに加え、さらに

研さんを積み、橋本市の教育を進める所存で

す。 

 どうか皆さま方のご指導、ご支援を賜りま

すようお願い申し上げ、お礼のあいさつとさ

せていただきます。本日はありがとうござい

ました。 

                     

（午前11時27分 再開） 

○議長（土井裕美子君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 次に、選第２号について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ８番 杉本さん。 

○８番（杉本俊彦君）ちょっと教えてほしい

んですけども、経歴を見ましたら、中学校の

先生をずっとされていて、次、小学校の先生

もずっとされていたという先生なんですけれ

ども、教育委員というのは外部の団体ではな

しに、こういうふうに教育に携わった先生の

ＯＢがこの教育委員に入ることは、別に法律

上問題はないのかもしれませんが、会議の内

容を見たら対峙することが多いと思うんです

けれども、それは問題じゃなしに、だから、

民間の人が入るんかなと思ったんです、純の。

でも教育者の方が、それは構わないんですか

ね。 

○議長（土井裕美子君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）私、最後の答弁にな

ると思うんですけども、教育委員はレイマン

コントロールと申しまして、いわゆる今、議

員おただしのとおり、民間の方々が教育行政

の在り方を見ていくと、指導していくという

ことでレイマンコントロールと言います。レ

イマンコントロールというのは、民間の方で

専門性を持った方が教育行政の在り方を監視、

また指導していくという形になろうと思いま

す。今、籔下先生におかれましては民間の方

です。現職の教員ではございません。現職の

教員でしたら、これはレイマンコントロール

になりませんが、今回お願いする籔下純男さ

んについては民間人という形で、レイマンコ

ントロールでよりよき教育委員会にしていっ

ていただきたいという願いでお願いしており

ます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております選第２号につ

いては、委員会の付託を省略いたしたいと思

います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより、選第２号 橋本市教育委員会委

員の任命について を採決いたします。 

 本件は、これに同意することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本件はこれに同意することに決しまし

た。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（午前11時31分 休憩） 
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○議長（土井裕美子君）ただ今、橋本市教育

委員会委員の任命について同意されました籔

下純男氏から発言の申出がありますので、こ

れを許します。 

〔教育委員会委員（籔下純男君）登壇〕 

○教育委員会委員（籔下純男君）ただ今ご紹

介いただきました籔下純男です。このたび教

育委員を拝命するにあたり、一言ごあいさつ

を申し上げます。 

 私ごとですが、ここ数年、地域の方々と取

り組んでいる地域づくり、それから生涯学習

について少しお話をさせていただきます。そ

れは地域における助け合いのシステムづくり

ということです。高齢化が進む中、私たちの

地域においても独り暮らしの方が増え、ふだ

んからの声かけ、それから自然災害時におけ

る情報共有、こういうことに力を入れており

ます。それから、近い将来必要になってくる

であろう移動支援についても、私たちに一体

何ができるのか、継続して話し合っていると

ころです。それから、コミュニケーションを

図る場としての居場所づくり、それから、健

康を増進するため、維持するために、私たち

は体操教室を開こうということで現在模索中

であります。地域づくりや生涯学習において

大事なことは、まずそのことが自発的である

こと。それから、目的を持っていること。そ

れから、継続性があること。そしてさらに重

要なこととして、それが個人や地域社会に潤

いがあるということだと考えています。この

ようなことを私たちは、今第２層協議体を中

核として取り組んでいるところです。 

 このたび教育委員を拝命するにあたり、私

たちの大人としての教育だけではなくて、子

どもたちの教育にも携わることができるとい

うことはトータルに教育を見ることができ、

私にとっては非常にうれしいことであり、ま

た光栄なことだと存じております。微力では

ありますが、橋本市の教育充実のために、皆

さんとともに今後頑張っていきたいと考えて

おります。 

 本日はこのような発言の機会を頂き、本当

にありがとうございます。今後ともよろしく

お願いいたします。 

                     

（午前11時34分 再開） 

○議長（土井裕美子君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

                     

○議長（土井裕美子君）以上で、本日の日程

は終わりました。 

 これにて、本議会に付議された案件の審議

は全部終了いたしました。 

                     

○議長（土井裕美子君）閉会にあたり、市長

から発言の申出がありますので、これを許し

ます。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）４月市議会臨時会の閉

会にあたりまして、一言ごあいさつを申し上

げます。 

 本日、ご提案させていただきました市長専

決処分事項の承認案件や教育長の選任などの

人事案件につきまして、慎重なるご審議の上

ご承認賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 また、令和３年度補正予算につきましては、

新型コロナウイルスの影響への対応を反映し

たものであり、本日、決議を頂きましたので、

早速取り組んでまいります。 

 また、新型コロナウイルスワクチンにつき

ましては、まずは65歳以上の皆さまへの接種

が始まります。４月20日から接種券を含めた

案内を順次送付し、５月17日より接種開始予

定となっております。できるだけ早く多くの
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市民の皆さまが安全に接種していただけるよ

うな体制を整えるとともに、これまでと同様、

一人ひとりが感染しない、感染させないとい

う強い意識を持ち、感染対策を徹底していた

だけるよう広報にも努めてまいります。 

 また、延期となっておりました東京2020オ

リンピック競技大会の聖火リレーが本市にお

いても実施され、出発式の後、パラリンピッ

ク４回連続出場、本大会で金メダルが期待さ

れる本市在住の中村智太郎さんが第１走者と

して橋本駅前を出発し、運動公園までの道の

りを17人の走者により聖火がつなげられまし

た。沿道から拍手での応援を受けたランナー

は、爽やかな春風を受けながら力走され、無

事五條市へと聖火をつなげることができまし

た。コロナ禍での不安や疲れ、様々なストレ

スを抱える中で、このオリンピックでの選手

の活躍を通し、みんなが笑顔で一つになり大

成功を収められるよう切望いたします。 

 先ほどご紹介しましたように小林教育長が、

先ほど６年と言ってしまいましたけど実は７

年の誤りで、７年間、橋本市の教育のリーダ

ーとして引っ張っていただきました。実は３

月議会に退任の紹介をできなかったので、今、

改めて紹介させていただきます。 

 私が市長になってからは、本当に教育と福

祉の連携というところに力を入れましたので、

教育長も今までそういう経験をしてなかった

中で私の強引なやり方で、それでも教育コミ

ュニティをつくっていただいたり、そして教

育大綱をつくってもらったり、本当にこれか

らの子どもたち、発達障がいを持った子ども、

障がいを持った子ども、また収入が少ないた

めになかなか塾にも行けない子どもたち、あ

るいはヤングケアラーのように親の介護をし

なくてはならない子どもたちも今増えてきて

いる、そういう難しい時代の中で教育長とし

て橋本市の教育を実践していただきました。

私にとっても今回、教育長からどうしても退

任をしたいというふうな強い申出もありまし

たので、退任という形を取らせていただきま

した。本当に議会の皆さまにはご協力あるい

はご支援、アドバイスを頂きましたことに、

改めて感謝を申し上げます。 

 教育長、本当にお疲れさまでした。 

 議員各位におかれましても、体調管理には

十分ご留意され、今後とも市政の発展と市民

の幸せのため、一層のご支援を賜りますよう

お願い申し上げ、４月市議会臨時会の閉会の

ごあいさつといたします。 

 ありがとうございました。 

○議長（土井裕美子君）これにて、令和３年

４月橋本市議会臨時会を閉会いたします。 

 お疲れさまでございました。 

（午前11時40分 閉会） 

 

                                          

 

 


